
　８月から９月にかけては、１年で最も台風の発生・

接近・上陸が多くなる時期です。平年値の統計によれ

ば、年間でおよそ26個の台風が発生し、そのうち、お

よそ11個が日本に接近、およそ３個が上陸します。北

海道への台風の接近数は本州以南に比べると少なく、

接近しても弱まることが多いのですが、近年では強い

勢力を保ったまま接近・上陸することがあります。

　台風による災害は、主に暴風・大雨・高潮・高波に

よるものです。

　台風の接近が予想される時には、テレビやラジオ、

気象庁のホームページなどで最新の気象情報をチェッ

クして備えるようにしてください。

台風による災害から身を守るために、次のことに注意

しましょう。

【台風が接近する前】

　□屋外の植木など飛散しそうなものは、屋内に片付

けるかしっかりと固定する。

　□屋根や壁などの補修は早めに済ませる。

　□大雨による浸水や土砂災害の危険があるので、低

い土地や斜面のそばに居る方は早めの避難も大事。

【台風が接近して大雨や暴風の影響を受け始めた時】

　□なるべく外出は避ける。

　□アンテナなどの補修のために屋根に上ることは絶

対に止める。

　□増水した河川や海岸には絶対に近づかない。

◎問い合わせ

　旭川地方気象台　緯 0166－32－7102
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～台風について～

　車内から金品を盗んでいく「車上ねらい」は、一年

を通じて発生しており、車内にバック等を置いていれ

ば、貴重品が入っていなくても犯人はガラスを割って

その中身を確認します。

　被害防止のため、車両を離れる際は、確実な施錠と

社内にバックなどを置かないように心掛けましょう。

　被害防止のポイント

　◆車内に貴重日やバックなどを放置しない

　　（泥棒は者があれば何でも盗んでいきます）

　◆車を離れるときは短時間でも必ず施錠する

　　（泥棒はドアを開けて遠慮なく物を盗んでいきま

す）

　◆明るく人目につく駐車場を利用する

　　（泥棒が仕事をしやすい場所は要注意！）

◎問い合わせ先

　北海道環境生活部くらし安全局道民生活課

　緯　 011－231－4111（直通）

　ＦＡＸ 011－232－4820

○北海道が行なった業務や制度の内容を審査する制度

が「北海道苦情審査委員制度」です。

○皆さんに代わって、「苦情審査委員」が中立的な立場

で、北海道の機関に対し必要な調査等を行います。

○審査の結果、北海道の業務に不備な点や制度に問題

があるときは、北海道の機関に是正や改善を求めま

す。

○審査結果までは、およそ２か月です。

○皆さん自身の利害にかかわる苦情であれば、「苦情

審査委員」に申し立てができます。

○もちろん、個人情報の保護にも十分配慮します。

※苦情申立の窓口は、道庁の「道政相談センター」か

振興局の「道政相談室」となっており、苦情申立書

の付いたリーフレットを用意しています。

　また、ホームページ（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｐｒｅｆ．ｈｏｋｋａｉｄｏ．

　ｌｇ．ｊｐ/ｓｓ/ｄｓｃ/ｋｕｊｙｏｕ．ｈｔｍ）からも申立書をダウン

　ロードできます。

申立方法は、「苦情申立書」に苦情等を記載し、郵送・

ＦＡＸ・メールを下記に送付してください。

◎問い合わせ・送付先

　〒060－8588　札幌市中央区北３条西６丁目

　北海道総合政策部知事室道政相談センター

　　　　緯　 011－204－5523（内線21－706）

　　　　Ｆａｘ 011－241－8181
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車上ねらいに注意！

北海道苦情審査委員制度のお知らせ
～知ってますか？「苦情審査委員制度」～
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